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日
本
共
産
党
北
部
地
区
委
員
会
と
平
戸
支
部
は
、
２
年
後
・

2
0
2
5
年
10
月
予
定
の
平
戸
市
議
選
に
岡
村
ふ
み
お
党
支
部
長

を
擁
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
岡
村
ふ
み
お
さ
ん
は
前
回
の

市
議
選
で
議
席
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
党
平
戸
支
部
は
「
今
度

こ
そ
」
の
思
い
で
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
岡
村
ふ
み
お
で
す
。

私
は
、
農
協
に
44
年
間
勤
め
、
主
に
営
農
指
導
や

農
産
物
販
売
の
仕
事
を
し
て
農
家
の
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
我
が
家
の
農
業
（
米
、
麦
、
野
菜

等
）
を
し
な
が
ら
、
平
戸
土
地
改
良
区
理
事
長
と

し
て
、
地
元
・
大
野
地
区
や
田
平
町

田
地
区
の

農
地
基
盤
整
備
事
業
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

大
野
地
区
の
中
山
間
事
業
の
代
表
と
し
て
も
長
年
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
の
平
戸
の
現
状
を
見
る
と
、
農
地
は
荒
れ
、
地
場
産
業
衰
退
の
一
路
の
よ

う
で
す
。平
戸
を
蘇
ら
せ
る
に
は
農
業
と
漁
業
の
振
興
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
福
祉
の
充
実
に
努
め
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
未
来
輝
く
平
戸
に
つ
な
が
る
―
こ
の
思
い
を
ま
っ
す
ぐ
市
政
に
届
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
声
を
市
政
へ
―
た
だ
今
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
投
か
ん
し
て
く
だ
さ

い
。
切
手
は
要
り
ま
せ
ん
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
回
答
が
で
き
ま
す
。

平
戸
の
農
・
漁
業
振
興
と

福
祉
の
充
実
に
力
を
つ
く
す

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
本
共
産
党
平
戸
支
部
長

岡
村
ふ
み
お

日本共産党
２
年
後
の

市
議
選

岡
村
ふ
み
お
氏　
を
擁
立

市民の願いをまっすぐ市政に届けます市民の願いをまっすぐ市政に届けます市民の願いをまっすぐ市政に届けます市民の願いをまっすぐ市政に届けます

１ 

９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）
大
野
町
生
ま
れ

68
歳
。
平
戸
小
学
校
、
平
戸
中
学
校
、
北

松
農
高
卒
、
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
卒

１
９
７
６
年　

日
本
共
産
党
に
入
党

１ 

９
７
７
年　

平
戸
農
協
入
組
、
2
0
2
1

年
退
職
（
44
年
間
勤
め
る
）

２
０
１
９
年
〜
２
０
２
０
年　

大
野
町
区
長

２ 

０
２
０
年
〜　

株
式
会
社
平
戸
新
鮮
市
場

監
事

２
０
２
１
年　

平
戸
市
議
選
に
立
候
補

２ 

０
２
２
年
〜　

平
戸
土
地
改
良
区
理
事
長

就
任

略　歴

（党支部長）

即
時
停
戦
―
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
侵
攻
や
め
よ
。

ハ
マ
ス
は
人
質
の
解
放
を
。


